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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も １ つ の セ ラ ミ ッ ク 層 と 少 な く と も １ つ の 配 線 層 と が 積 層 さ れ た 配 線 基 板 に お  
け る 前 記 配 線 層 の 形 成 に 用 い ら れ る 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 Ｐ ｔ 粉 末 に 、 ペ ー ス ト 化 の た め の ペ ー ス ト 用 成 分 を 加 え る こ と に よ り ペ ー ス ト を 作 製 す  
る ペ ー ス ト 化 工 程 と 、
　 前 記 ペ ー ス ト 化 工 程 に よ り 作 製 さ れ た 前 記 ペ ー ス ト に 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト ま た は Ｚ ｒ レ ジ  
ネ ー ト を 添 加 す る レ ジ ネ ー ト 添 加 工 程 と
　 を 備 え る 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 レ ジ ネ ー ト 添 加 工 程 で は 、 前 記 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト ま た は 前 記 Ｚ ｒ レ ジ ネ ー ト を ０ ． ５  
～ ５ ． ０ 重 量 ％ 添 加 す る 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 Ｐ ｔ 粉 末 の 平 均 粒 径 は １ μ ｍ 以 下 で あ る 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 Ｐ ｔ 粉 末 の 平 均 粒 径 は ０ ． ６ μ ｍ 以 下 で あ る 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

請求項の数　4　（全9頁）
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 白 金 を 含 有 す る 導 電 ペ ー ス ト お よ び そ の 製 造 方 法 、 並 び に 、 導 電 ペ ー ス ト を  
用 い て 製 造 さ れ る 配 線 基 板 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 白 金 粉 末 と 、 ア ル ミ ナ 粉 末 と 、 バ イ ン ダ と を 混 合 し て 製 造 さ れ る 白 金  
ペ ー ス ト が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － １ ３ ４ ２ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 配 線 基 板 の 製 造 に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト の 表 面 に 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 白  
金 ペ ー ス ト を 用 い て 配 線 パ タ ー ン を 形 成 し 、 そ の 後 、 こ れ ら セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト お  
よ び 配 線 パ タ ー ン を 同 時 焼 成 す る と 、 焼 成 後 に 得 ら れ る 配 線 基 板 に お け る セ ラ ミ ッ ク 層 に  
欠 陥 が 発 生 す る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 は 、 配 線 基 板 に お け る 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の 一 態 様 は 、 少 な く と も １ つ の セ ラ ミ ッ ク 層 と 少 な く と も １ つ の 配 線 層 と が 積 層  
さ れ た 配 線 基 板 に お け る 配 線 層 の 形 成 に 用 い ら れ る 導 電 ペ ー ス ト で あ っ て 、 Ｐ ｔ 粉 末 と 、  
Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト ま た は Ｚ ｒ レ ジ ネ ー ト と を 含 有 す る 導 電 ペ ー ス ト で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 開 示 の 導 電 ペ ー ス ト は 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト ま た は Ｚ ｒ レ ジ ネ ー ト  
を 含 有 す る こ と に よ り 、 Ａ ｌ 成 分 ま た は Ｚ ｒ 成 分 を 導 電 ペ ー ス ト 内 の Ｐ ｔ 粉 末 と Ｐ ｔ 粉 末  
と の 間 に 比 較 的 均 一 に 分 散 さ せ る こ と が で き る 。 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト ま た は Ｚ ｒ レ ジ ネ ー ト は  
、 液 体 の 状 態 で 導 電 ペ ー ス ト 内 に 添 加 す る こ と が で き る た め で あ る 。 こ れ に よ り 、 本 開 示  
の 導 電 ペ ー ス ト は 、 Ａ ｌ 成 分 ま た は Ｚ ｒ 成 分 が 比 較 的 均 一 に 分 散 し て い る こ と に よ り 、 導  
電 ペ ー ス ト 内 の Ｐ ｔ 粉 末 が 焼 成 に よ り 焼 結 す る の を 抑 制 し て 、 導 電 ペ ー ス ト の 焼 成 に よ り  
形 成 さ れ る 配 線 層 の 収 縮 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 開 示 の 導 電 ペ ー ス ト は 、  
セ ラ ミ ッ ク 層 の 表 面 に お い て 、 配 線 層 が 積 層 さ れ て い る 領 域 と 、 配 線 層 が 積 層 さ れ て い な  
い 領 域 と に お け る 収 縮 量 の 差 を 低 減 す る こ と が で き 、 セ ラ ミ ッ ク 層 の 表 面 に お け る 欠 陥 の  
発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 開 示 の 一 態 様 で は 、 Ｐ ｔ 粉 末 の 平 均 粒 径 は １ μ ｍ 以 下 で あ る よ う に し て も よ い  
。 こ れ に よ り 、 本 開 示 の 導 電 ペ ー ス ト は 、 焼 成 に よ る 急 激 な 収 縮 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 開 示 の 一 態 様 で は 、 Ｐ ｔ 粉 末 の 平 均 粒 径 は ０ ． ６ μ ｍ 以 下 で あ る よ う に し て も  
よ い 。 こ れ に よ り 、 本 開 示 の 導 電 ペ ー ス ト は 、 細 い 配 線 層 を 形 成 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 開 示 の 一 態 様 で は 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト ま た は Ｚ ｒ レ ジ ネ ー ト が ０ ． ５ ～ ５ ． ０ 重  
量 ％ 含 有 さ れ て い る よ う に し て も よ い 。 含 有 量 が ５ ． ０ 重 量 ％ を 超 え る 場 合 に は 、 白 金 粉  
末 の 焼 結 が 過 度 に 阻 害 さ れ 、 配 線 層 を 形 成 す る こ と が で き な い た め で あ る 。 ま た 、 含 有 量  
が ０ ． ５ 重 量 ％ 未 満 で あ る 場 合 に は 、 焼 成 に よ る 配 線 層 の 収 縮 を 抑 制 す る 効 果 が 小 さ い た  
め で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 開 示 の 別 の 態 様 は 、 少 な く と も １ つ の セ ラ ミ ッ ク 層 と 少 な く と も １ つ の 配 線 層 と が 積  
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層 さ れ た 配 線 基 板 で あ っ て 、 配 線 層 は 、 Ｐ ｔ を 主 成 分 と し て 含 有 す る と と も に 、 Ａ ｌ ま た  
は Ｚ ｒ を 含 有 す る 配 線 基 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 開 示 の 配 線 基 板 は 、 本 開 示 の 導 電 ペ ー ス ト を 用 い て 製 造 さ れ た  
配 線 基 板 で あ り 、 本 開 示 の 導 電 ペ ー ス ト と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本  
開 示 の 配 線 基 板 は 、 セ ラ ミ ッ ク 層 の 表 面 に お け る 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 開 示 の 別 の 態 様 で は 、 配 線 層 に お け る Ａ ｌ ま た は Ｚ ｒ の 含 有 量 は 、 ０ ． ２ 重 量  
％ 以 下 で あ る よ う に し て も よ い 。
　 本 開 示 の 更 に 別 の 態 様 は 、 少 な く と も １ つ の セ ラ ミ ッ ク 層 と 少 な く と も １ つ の 配 線 層 と  
が 積 層 さ れ た 配 線 基 板 に お け る 配 線 層 の 形 成 に 用 い ら れ る 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 で あ っ  
て 、 ペ ー ス ト 化 工 程 と 、 レ ジ ネ ー ト 添 加 工 程 と を 備 え る 。 ペ ー ス ト 化 工 程 で は 、 Ｐ ｔ 粉 末  
に 、 ペ ー ス ト 化 の た め の ペ ー ス ト 用 成 分 を 加 え る こ と に よ り ペ ー ス ト を 作 製 す る 。 レ ジ ネ  
ー ト 添 加 工 程 で は 、 ペ ー ス ト 化 工 程 に よ り 作 製 さ れ た ペ ー ス ト に 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト ま た は  
Ｚ ｒ レ ジ ネ ー ト を 添 加 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 開 示 の 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 は 、 本 開 示 の 導 電 ペ ー ス ト と 同  
様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本 開 示 の 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 は 、 セ ラ ミ ッ  
ク 層 の 表 面 に お け る 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 開 示 の 更 に 別 の 態 様 で は 、 レ ジ ネ ー ト 添 加 工 程 に お い て 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト ま た  
は Ｚ ｒ レ ジ ネ ー ト を ０ ． ５ ～ ５ ． ０ 重 量 ％ 添 加 す る よ う に し て も よ い 。 含 有 量 が ５ ． ０ 重  
量 ％ を 超 え る 場 合 に は 、 白 金 粉 末 の 焼 結 が 過 度 に 阻 害 さ れ 、 配 線 層 を 形 成 す る こ と が で き  
な い た め で あ る 。 ま た 、 含 有 量 が ０ ． ５ 重 量 ％ 未 満 で あ る 場 合 に は 、 焼 成 に よ る 配 線 層 の  
収 縮 を 抑 制 す る 効 果 が 小 さ い た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 開 示 の 更 に 別 の 態 様 で は 、 Ｐ ｔ 粉 末 の 平 均 粒 径 は １ μ ｍ 以 下 で あ る よ う に し て  
も よ い 。 こ れ に よ り 、 本 開 示 の 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 は 、 焼 成 に よ る 急 激 な 収 縮 を 抑 制  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 開 示 の 更 に 別 の 態 様 で は 、 Ｐ ｔ 粉 末 の 平 均 粒 径 は ０ ． ６ μ ｍ 以 下 で あ る よ う に  
し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 本 開 示 の 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 は 、 細 い 配 線 層 を 形 成 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 開 示 の 更 に 別 の 態 様 は 、 少 な く と も １ つ の セ ラ ミ ッ ク 層 と 少 な く と も １ つ の 配 線 層 と  
が 積 層 さ れ た 配 線 基 板 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 配 線 形 成 工 程 と 、 焼 成 工 程 と を 備 え る 。 配 線  
形 成 工 程 で は 、 焼 成 後 に セ ラ ミ ッ ク 層 と な る グ リ ー ン シ ー ト の 表 面 に 、 本 開 示 の 導 電 ペ ー  
ス ト を 用 い て 、 焼 成 後 に 配 線 層 と な る 配 線 パ タ ー ン を 形 成 す る 。 焼 成 工 程 で は 、 配 線 形 成  
工 程 に お い て グ リ ー ン シ ー ト の 表 面 に 配 線 パ タ ー ン を 形 成 し た 後 に 、 グ リ ー ン シ ー ト と 配  
線 パ タ ー ン と を 同 時 焼 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 開 示 の 配 線 基 板 の 製 造 方 法 は 、 本 開 示 の 配 線 基 板 と 同 様 の 効 果  
を 得 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本 開 示 の 配 線 基 板 の 製 造 方 法 は 、 セ ラ ミ ッ ク 層 の 表 面 に  
お け る 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 配 線 基 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 導 電 ペ ー ス ト の 製 造 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 配 線 基 板 の 製 造 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 配 線 基 板 の 製 造 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 評 価 試 験 の 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 に 本 開 示 の 実 施 形 態 を 図 面 と と も に 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 の 配 線 基 板 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 ２ 層 の セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １  
２ と 、 ２ 層 の 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １ ２ と 、 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ と は 、 積 層 方 向 Ｓ Ｄ に 沿 っ て 交 互 に 積 層  
さ れ る 。 こ れ に よ り 、 配 線 層 ２ １ は セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ と セ ラ ミ ッ ク 層 １ ２ と の 間 に 配 置 さ  
れ る 。 ま た 配 線 層 ２ ２ は 、 セ ラ ミ ッ ク 層 １ ２ の 両 面 の う ち 、 配 線 層 ２ １ が 配 置 さ れ て い な  
い 側 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク 層 １ ２ 内 に は 、 積 層 方 向 Ｓ Ｄ に 延 び て セ ラ ミ ッ ク 層 １ ２ を 貫 通 す る ビ  
ア 導 体 ３ ２ が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 セ ラ ミ ッ ク 層 １ ２ を 挟 ん で セ ラ ミ ッ ク 層 １ ２ の 両  
面 に 形 成 さ れ て い る 配 線 層 ２ １ と 配 線 層 ２ ２ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １ ２ は 、 積 層 方 向 Ｓ Ｄ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 沿 っ て 広 が る 板 状 の 絶  
縁 層 で あ り 、 ア ル ミ ナ を ９ ０ 重 量 ％ 以 上 含 有 し て い る 。
　 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ は そ れ ぞ れ 、 セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １ ２ 上 に 形 成 さ れ る 導 電 層 で あ る 。  
配 線 層 ２ １ ， ２ ２ は 、 導 電 成 分 で あ る 白 金 （ Ｐ ｔ ） と 、 ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ） 等 の セ ラ  
ミ ッ ク 成 分 と 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） と を 含 有 し て い る 。 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ に お け る Ａ ｌ  
の 含 有 量 は 、 ０ ． ２ 重 量 ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ビ ア 導 体 ３ ２ は 、 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ と 同 様 の 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。
　 次 に 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。 な お 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ は 、 図 ４  
に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ を 製 造 す る た め に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 Ｓ １ ０ に て 、 白 金  
（ Ｐ ｔ ） 粉 末 と 、 ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ） 等 の 金 属 酸 化 物 の 粉 末 と を 含 む 混 合 粉 末 に 、 ペ  
ー ス ト 用 成 分 と し て エ チ ル セ ル ロ ー ス 樹 脂 と タ ー ピ ネ オ ー ル 溶 剤 と を 加 え 、 ３ 本 ロ ー ル ミ  
ル に よ っ て 混 練 す る こ と に よ り 、 白 金 ペ ー ス ト を 得 る 。 白 金 （ Ｐ ｔ ） 粉 末 の 平 均 粒 径 は １  
μ ｍ 以 下 （ 本 実 施 形 態 で は 、 例 え ば ０ ． ６ μ ｍ ） で あ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 白  
金 粉 末 の 平 均 粒 径 は 以 下 の 方 法 で 算 出 さ れ た 値 を 採 用 し て い る 。 ま ず 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０  
０ を 乾 燥 さ せ た 後 に 、 走 査 電 子 顕 微 鏡 を 用 い て 、 白 金 粉 末 が ３ ０ ０ 個 程 度 入 る 視 野 で 導 電  
ペ ー ス ト １ ０ ０ を 撮 影 し 、 画 像 解 析 に よ り 、 撮 影 さ れ た 各 白 金 粉 末 の 面 積 を 算 出 す る 。 そ  
し て 、 こ の 面 積 の 円 相 当 径 を 粒 径 と し 、 撮 影 さ れ た 各 白 金 粉 末 の 粒 径 の 平 均 値 を 平 均 粒 径  
と し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て Ｓ ２ ０ に て 、 Ｓ １ ０ で 得 ら れ た 白 金 ペ ー ス ト に 対 し て 外 掛 け で ０ ． ５ ～ ５ 重 量 ％  
（ 本 実 施 形 態 で は 、 例 え ば ２ ． ０ 重 量 ％ ） の Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト を 添 加 し て 、 導 電 ペ ー ス ト １  
０ ０ の 製 造 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 配 線 基 板 １ の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。
　 配 線 基 板 １ を 製 造 す る た め に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 Ｓ １ １ ０ に て 、 セ ラ ミ ッ ク  
グ リ ー ン シ ー ト を 準 備 す る 。 具 体 的 に は 、 ま ず 、 セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １ ２ を 作 製 す る た め  
の 原 料 粉 末 と し て 、 ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ） 粉 末 と 、 シ リ カ 等 の 金 属 酸 化 物 の 粉 末 と を 用  
意 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ア ル ミ ナ 粉 末 の 平 均 粒 径 は 約 ２ μ ｍ で あ る 。 ま た 、 バ イ ン ダ 成  
分 と し て の ブ チ ラ ー ル 系 樹 脂 と 、 成 形 後 の グ リ ー ン シ ー ト に 適 度 な 柔 軟 性 を 与 え る 可 塑 剤  
成 分 と し て の ジ ・ オ チ ク ル ・ フ タ レ ー ト （ 以 下 、 Ｄ Ｏ Ｐ ） と 、 適 当 な ス ラ リ ー 粘 度 と シ ー  
ト 強 度 を 持 た せ る 溶 剤 と を 用 意 す る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 ア ル ミ ナ 粉 末 が ９ ０ ～ ９ ９ 重 量 ％ （ 本 実 施 形 態 で は 、 例 え ば ９ ０ 重 量 ％ ） と な  
る よ う に 上 記 の ア ル ミ ナ 粉 末 と 金 属 酸 化 物 の 粉 末 と を 所 定 量 秤 量 し て 、 ア ル ミ ナ 製 の ポ ッ  
ト に 入 れ る 。 さ ら に 、 ブ チ ラ ー ル 系 樹 脂 、 Ｄ Ｏ Ｐ お よ び 溶 剤 を 上 記 の ポ ッ ト に 入 れ て 混 合  
す る こ と に よ り 、 セ ラ ミ ッ ク ス ラ リ ー を 得 る 。 さ ら に 、 ド ク タ ー ブ レ ー ド 法 に よ り 、 例 え  
ば ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト か ら な る キ ャ リ ア フ ィ ル ム 上 で 、 得 ら れ た セ ラ ミ ッ ク ス ラ  
リ ー を シ ー ト 状 と し 、 厚 さ が 例 え ば ０ ． ０ ８ ｍ ｍ ～ ０ ． ８ ｍ ｍ の セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー  
ト を 作 製 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 焼 成 に よ り セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ と な る  
セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト Ｇ Ｓ １ と 、 焼 成 に よ り セ ラ ミ ッ ク 層 １ ２ と な る セ ラ ミ ッ ク グ リ  
ー ン シ ー ト Ｇ Ｓ ２ と を 作 製 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｓ １ １ ０ の 工 程 が 終 了 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｓ １ ２ ０ に て 、 パ ン チ を 用 い た 打 ち  
抜 き 加 工 に よ り 、 Ｓ １ １ ０ で 準 備 し た セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト に 、 セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン  
シ ー ト を 貫 通 す る ビ ア ホ ー ル を 形 成 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 セ ラ ミ ッ  
ク グ リ ー ン シ ー ト Ｇ Ｓ ２ に ビ ア ホ ー ル Ｖ Ｈ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｓ １ ２ ０ の 工 程 が 終 了 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｓ １ ３ ０ に て 、 セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン  
シ ー ト に 形 成 さ れ た ビ ア ホ ー ル の 内 部 に 、 Ｓ １ ０ ～ Ｓ ２ ０ の 工 程 で 作 製 し た 導 電 ペ ー ス ト  
１ ０ ０ を 充 填 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト Ｇ Ｓ  
２ に 形 成 さ れ た ビ ア ホ ー ル Ｖ Ｈ の 内 部 に 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ を 充 填 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Ｓ １ ３ ０ の 工 程 が 終 了 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｓ １ ４ ０ に て 、 セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン  
シ ー ト の 表 面 に お け る 必 要 な 箇 所 に 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ を 用 い て 、 印 刷 に よ っ て 、 配 線  
パ タ ー ン を 形 成 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト Ｇ  
Ｓ １ ， Ｇ Ｓ ２ の 表 面 に 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ を 印 刷 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｓ １ ４ ０ の 工 程 が 終 了 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｓ １ ５ ０ に て 、 配 線 パ タ ー ン が 形 成  
さ れ た 複 数 の セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト を 積 層 し て 、 グ リ ー ン シ ー ト 積 層 体 を 作 製 す る 。  
本 実 施 形 態 で は 、 セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト Ｇ Ｓ １ ， Ｇ Ｓ ２ を 積 層 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に Ｓ １ ６ ０ に て 、 グ リ ー ン シ ー ト 積 層 体 を １ ３ ０ ０ ℃ ～ １ ５ ５ ０ ℃ （ 本 実 施 形 態 で は  
、 例 え ば １ ５ ３ ０ ℃ ） に て 焼 成 し て 、 配 線 基 板 １ の 製 造 を 終 了 す る 。
　 次 に 、 配 線 基 板 １ に お け る Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト の 効 果 を 評 価 す る た め に 実 施 し た 評 価 試 験 と  
、 そ の 試 験 結 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 試 験 で は 、 １ 層 の グ リ ー ン シ ー ト の 表 面 に 導 電 ペ ー ス ト で 配 線 パ タ ー ン を 印 刷 し た 後  
に １ ５ ３ ０ ℃ に て 焼 成 す る こ と に よ り 評 価 基 板 を 得 た 。 そ し て 、 セ ラ ミ ッ ク 層 の 表 面 に お  
い て 、 配 線 層 が 積 層 さ れ て い る 部 分 と 、 配 線 層 が 積 層 さ れ て い な い 部 分 と を 含 む 領 域 の 断  
面 を 観 察 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 実 施 例 は 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト を 含 有 す る 導 電 ペ ー ス ト を 用 い て 配 線 パ タ ー ン を 印 刷 し た グ  
リ ー ン シ ー ト 積 層 体 を 焼 成 し て 作 製 さ れ た 評 価 基 板 で あ る 。
　 比 較 例 は 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト を 含 有 し て い な い 導 電 ペ ー ス ト を 用 い て 配 線 パ タ ー ン を 印 刷  
し た グ リ ー ン シ ー ト 積 層 体 を 焼 成 し て 作 製 さ れ た 評 価 基 板 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 比 較 例 で は 、 セ ラ ミ ッ ク 層 の 表 面 に お け る 配 線 層 の 近 傍 で セ ラ ミ ッ  
ク 層 が 配 線 層 に 引 っ 張 ら れ 裂 け た よ う な 欠 陥 が 発 生 し た 。 一 方 、 実 施 例 で は 、 セ ラ ミ ッ ク  
層 の 表 面 に お け る 配 線 層 の 近 傍 で 欠 陥 が 発 生 し な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ は 、 ２ 層 の セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １ ２ と ２ 層 の  
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配 線 層 ２ １ ， ２ ２ と が 積 層 さ れ た 配 線 基 板 １ に お け る 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ の 形 成 に 用 い ら れ  
る 。 そ し て 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ は 、 Ｐ ｔ 粉 末 と 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト と を 含 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ は 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト を 含 有 す る こ と に よ り 、 Ａ ｌ 成 分 を  
導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ 内 の Ｐ ｔ 粉 末 と Ｐ ｔ 粉 末 と の 間 に 比 較 的 均 一 に 分 散 さ せ る こ と が で き  
る 。 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト は 、 液 体 の 状 態 で 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ 内 に 添 加 す る こ と が で き る た め  
で あ る 。 こ れ に よ り 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ は 、 Ａ ｌ 成 分 が 比 較 的 均 一 に 分 散 し て い る こ と  
に よ り 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ 内 の Ｐ ｔ 粉 末 が 焼 成 に よ り 焼 結 す る の を 抑 制 し て 、 導 電 ペ ー  
ス ト １ ０ ０ の 焼 成 に よ り 形 成 さ れ る 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ の 収 縮 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ  
の た め 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ は 、 セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １ ２ の 表 面 に お い て 、 配 線 層 ２ １ ，  
２ ２ が 積 層 さ れ て い る 領 域 と 、 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ が 積 層 さ れ て い な い 領 域 と に お け る 収 縮  
量 の 差 を 低 減 す る こ と が で き 、 セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １ ２ の 表 面 に お け る 欠 陥 の 発 生 を 抑 制  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ で は 、 Ｐ ｔ 粉 末 の 平 均 粒 径 は １ μ ｍ 以 下 で あ る 。 こ れ に よ り 、  
導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ は 、 焼 成 に よ る 急 激 な 収 縮 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
　 ま た 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ で は 、 Ｐ ｔ 粉 末 の 平 均 粒 径 は ０ ． ６ μ ｍ 以 下 で あ る 。 こ れ に よ  
り 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ は 、 細 い 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ で は 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト が ０ ． ５ ～ ５ ． ０ 重 量 ％ 含 有 さ れ て い る  
。 含 有 量 が ５ ． ０ 重 量 ％ を 超 え る 場 合 に は 、 白 金 粉 末 の 焼 結 が 過 度 に 阻 害 さ れ る 恐 れ が あ  
る た め で あ る 。 ま た 、 含 有 量 が ０ ． ５ 重 量 ％ 未 満 で あ る 場 合 に は 、 焼 成 に よ る 配 線 層 の 収  
縮 を 抑 制 す る 効 果 が 小 さ い た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 配 線 基 板 １ は 、 ２ 層 の セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １ ２ と ２ 層 の 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ と が 積 層  
さ れ 、 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ は 、 Ｐ ｔ を 主 成 分 と し て 含 有 す る と と も に 、 Ａ ｌ を 含 有 す る 。
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 配 線 基 板 １ は 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ を 用 い て 製 造 さ れ た 配 線 基 板  
で あ り 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 配 線 基 板 １ は  
、 セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １ ２ の 表 面 に お け る 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ の 製 造 方 法 は 、 ペ ー ス ト 化 工 程 と 、 添 加 工 程 と を 備 え る 。 ペ  
ー ス ト 化 工 程 で は 、 Ｐ ｔ 粉 末 に 、 ペ ー ス ト 化 の た め の ペ ー ス ト 用 成 分 を 加 え る こ と に よ り  
白 金 ペ ー ス ト を 作 製 す る 。 レ ジ ネ ー ト 添 加 工 程 で は 、 ペ ー ス ト 化 工 程 に よ り 作 製 さ れ た 白  
金 ペ ー ス ト に 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト を 添 加 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ の 製 造 方 法 は 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ と 同 様 の  
効 果 を 得 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ の 製 造 方 法 は 、 セ ラ ミ ッ ク 層 １  
１ ， １ ２ の 表 面 に お け る 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 配 線 基 板 １ の 製 造 方 法 は 、 配 線 形 成 工 程 と 、 焼 成 工 程 と を 備 え る 。 配 線 形 成 工 程  
で は 、 焼 成 後 に セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １ ２ と な る セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト Ｇ Ｓ １ ， Ｇ Ｓ ２  
の 表 面 に 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ を 用 い て 、 焼 成 後 に 配 線 層 ２ １ ， ２ ２ と な る 配 線 パ タ ー ン  
を 形 成 す る 。 焼 成 工 程 で は 、 配 線 形 成 工 程 に お い て セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト Ｇ Ｓ １ ， Ｇ  
Ｓ ２ の 表 面 に 配 線 パ タ ー ン を 形 成 し た 後 に 、 セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト Ｇ Ｓ １ ， Ｇ Ｓ ２ と  
配 線 パ タ ー ン と を 同 時 焼 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 配 線 基 板 １ の 製 造 方 法 は 、 配 線 基 板 １ と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が  
で き る 。 す な わ ち 、 配 線 基 板 １ の 製 造 方 法 は 、 セ ラ ミ ッ ク 層 １ １ ， １ ２ の 表 面 に お け る 欠  
陥 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に お い て 、 Ｓ １ ０ は ペ ー ス ト 化 工 程 と し て の 処 理 に 相 当 し 、 Ｓ ２  
０ は レ ジ ネ ー ト 添 加 工 程 と し て の 処 理 に 相 当 し 、 Ｓ １ ４ ０ は 配 線 形 成 工 程 と し て の 処 理 に  
相 当 し 、 Ｓ １ ６ ０ は 焼 成 工 程 と し て の 処 理 に 相 当 し 、 セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト Ｇ Ｓ １ ，  
Ｇ Ｓ ２ は グ リ ー ン シ ー ト に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 、 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 開 示 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も  
の で は な く 、 種 々 変 形 し て 実 施 す る こ と が で き る 。
　 例 え ば 上 記 実 施 形 態 で は 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ が Ｐ ｔ 粉 末 と Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト と を 含 有 す  
る 形 態 を 示 し た が 、 導 電 ペ ー ス ト １ ０ ０ は 、 Ａ ｌ レ ジ ネ ー ト の 代 わ り に Ｚ ｒ レ ジ ネ ー ト を  
含 有 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お け る １ つ の 構 成 要 素 が 有 す る 機 能 を 複 数 の 構 成 要 素 に 分 担 さ せ  
た り 、 複 数 の 構 成 要 素 が 有 す る 機 能 を １ つ の 構 成 要 素 に 発 揮 さ せ た り し て も よ い 。 ま た 、  
上 記 実 施 形 態 の 構 成 の 一 部 を 省 略 し て も よ い 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 構 成 の 少 な く と も 一  
部 を 、 他 の 上 記 実 施 形 態 の 構 成 に 対 し て 付 加 、 置 換 等 し て も よ い 。 な お 、 特 許 請 求 の 範 囲  
に 記 載 の 文 言 か ら 特 定 さ れ る 技 術 思 想 に 含 ま れ る あ ら ゆ る 態 様 が 本 開 示 の 実 施 形 態 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ … 配 線 基 板 、 １ １ ， １ ２ … セ ラ ミ ッ ク 層 、 ２ １ ， ２ ２ … 配 線 層 、 １ ０ ０ … 導 電 ペ ー ス  
ト 、 Ｇ Ｓ １ ， Ｇ Ｓ ２ … セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】



10

JP 7221609 B2 2023.2.14(9)

フロントページの続き

(56)参考文献 特表２０１０－５２５５４４（ＪＰ，Ａ）
国際公開第２０１７／０７３６２２（ＷＯ，Ａ１）
特開２０１２－０２２７９９（ＪＰ，Ａ）
特開平１１－３５３９３９（ＪＰ，Ａ）
特開２０１４－２３９０４０（ＪＰ，Ａ）
特開２０１３－０２６１９６（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｈ０５Ｋ      ３／１２
Ｈ０５Ｋ      ３／４６
Ｈ０１Ｂ      １／２２
Ｈ０１Ｂ    １３／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

